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合病院を受診し，内科診察で気管支炎を指摘され，耳鼻

咽喉科では喉頭の腫瘍を発見され入院した．悪性腫瘍を

疑って間接喉頭鏡下に試験切除をして組織を検索した

が，炎症性所見しか得られなかった．そのうち腫瘍は日

に日に増大していったので，喉載頭開術を行なうよう取

り計らわれていた．患者は手術時，頚部に皮膚切開のお

かれることを聞いて再検査を望み，3月28日当院救急外

来を受診した．

 初診時，優等は強度であったが，呼吸困難はほとんど

なく，全身状態はほぼ良好であった．間接喉頭鏡下所見

では，小指頭大腫瘍が白苔に被われ，声門前方に位置し

後方にわずかの間隙を残すのみであった．表面に軽度の

出血がみられた．呼吸や発声に際し可動性を示し，有茎

性振子様であったが，発生部位は不明であった．3月29

日当科入院．4月2日全身麻酔下に喉頭顕微鏡下手術を

行なった．喉頭直達鏡下に腫瘍をみると，声門前方で小

指頭大の腫瘍は挿管チューブの上の空間をみたしてい

た．右声帯前1／3から広基性に発生したものであることが

わかった．この腫瘍を鉗子にて切除した．釘断面から出

血がみられたが，止血処置により止血した．病理組織学

的検査では海綿状血管腫で，悪性像はみられなかった．

術後四声は改善され，経過良好である．

 喉頭に発生する良性腫瘍は，いわゆる声帯ポリープの

ほか，組織学的に乳頭腫，線維腫，嚢腫などが多く，血

管腫は稀なものである．われわれは最近甲声および血疾

を主訴とし悪性腫瘍を疑われた海綿状血管腫の症例を経

験したので，その1例を報告し，本邦における文献的考

察を加えた．

 6．大学病院結核病棟開鎖前1年間における結核患者

について

        （内科）○本田  喬・竹内富美子・

            前田忠雄・佐久間正志

 結核の死亡率は，わが国では昭和25年の第1位より最

近では第10位となり，結核患者も従前に比し，減少して

来ている．

 今回，当大学病院では結核病棟を閉明することになっ

た．そこで私達は閉鎖前1年間における結核患者につい

て検索したのでここに報告した．

 対象は昭和47年6月より同48年7月目での1年間にお

ける結核病棟に入院した66例で，うち男子39例，女子27

例である．

 検索結果では，私達の結核病棟最後の1年間における

入院患者は変化に富んでおり，最近では結核罹患者は，

壮年，高年層に多いといわれているにも拘わらず，20才

代，30才代に多くみられ，また定期的に健康診断をうけ

ていると思われる会社員にも比較的患者が多くみられた

ことは意外であった．

 なお，これら結核患者の主訴としては，咳漱，喀疾，

発熱，血疾，喀血，呼吸困難，全身倦怠感などで，従来

の結核の初発症状と殆ど変らないこと，また，．糖尿病，

胃炎，高血圧症，尿毒症などの多彩な合併症がみられる

こと，その上，転帰として66平中5例の死亡があり，う

ち2例は重症肺結核症により死亡していることなどによ

り，今日でもなお結核は重要視されるべき疾患であると

考えられる．

 質問           （耳鼻科）岩島恵美子

 SM， KMは今でもTB治療に必ず必要か，聴力障害

がおこることで医事紛争の絶えない折柄，使いたくない

薬であるが．

 応答             （内科）本田  喬

 TB耐性問題においてSMは重要な薬剤である．聴力

障害に対して使用前後の耳鼻科的検索を行っている．

 追加            （内科）竹内富美子

 肺結核と診断して初回治療する際，丘rst choiceはS

M，PAS，INHである．高年三層ではSM，KMは
さけるが，このSM， KMは経過を短くすることができ

やすい．EB， RRPを最初から使う医師もある．

 耳鼻科的検索を事前に行ない，怪しい例ではSM， K

Mの使用を避けるようにしている．

 質問           （中天）長田 冨香

 非定型抗酸菌は検査上はSM， KMに耐性が多い，と

言うがいかなる治療をしたのか．

 応答             （内科）本田  喬

 第1次抗結核旧約3ヵ月使用で菌陰性化を見る．耐性

があるにも拘わらず使用すれば陰性化するものがある．

 7．肺性脳症を伴った急性細気管支炎の2例

       （小児科）○横田 淳子・志村 佳子・

             滝田 誠司・藪田敬次郎

 肺性脳症の概念は，重症呼吸不全によりPCO，の上

昇，pHの低下， PO2の低下などに’より意識障害などの

神経症状（脳症状）を呈するものとすることができる．

小児科領域では肺炎，気管支炎，細気管支炎などの呼吸

器疾患は日常多くみられる．とぎに重症例も経験する

が，しかし脳症をおこすことは比較的稀である．細気管

支炎で著明な意識障害，潤れんなどの脳症状を示した2

例を経験したので報告した．

 症例1は6ヵ月の男児，生後2ヵ月VSDを指摘され

ている．昭和47年3月8日置6ヵ月）より咳漱出現，そ
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